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小学生が市議会にやってきた！小学生が市議会にやってきた！
　～砺波北部小学生が地方自治を学ぶ～　～砺波北部小学生が地方自治を学ぶ～

　令和７年６月定例会初日の６月９日、主権者教育の一環として砺波北部小学校の６年生77人が、新人
市議等との対談や議会傍聴を通して、市議会の役割と議員の仕事内容について理解を深めました。

　有若議長の挨拶の後、４月に初当選した新人議員５人
を含む議員6人が、２人１組になり各クラスの児童と交
流の時間をもちました。グループセッションでは、まず
議員から立候補した動機や思いについて話した後、事前
に児童から寄せられた質問に答えていきました。児童か
らの質問には、議会の進め方や、報酬についての質問の
ほか、『これまで税金で購入した中で一番高価なものは
何か』といった質問も飛び出しました。議員からは、児
童に対し『これを機会に、将来議員を志す人が出てきた
らうれしい』との声もありました。

特集

議員に聞いてみたかったこと

どんな思いで
活動をしてい
ますか

政策が実現される
までに、どのくら
いの間、話合いを
しますか

議員の給料は
どのくらいで
すか

一番税金を使っ
ているところは
どこですか 小学生でも要

望をだすこと
はできますか
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教育委員会
教育センター所長に伺いました 議員からのメッセージ

主権者教育とは？

児童から届いた感想の中から
　市議会と市役所が一緒
に活動しないと進めない
ということがわかり、市
議会について興味をもつ
ことができました。

　地域に貢献したいという思いから、市議
会議員になられた方が多いし、実際に会議
の様子を見ると、慎重に話を進めたり、提
案したりする声が響いていたので、本当に
砺波市民のことを考えて行動しているとい
うことが分かりました。

　私も18歳になった
ら是非投票に行き、
政治に参加して、自
分のできることをど
んどんしていきたい
と思いました。

　私は市議会の方々が砺波市に住ん
でいる人達がもっと幸せに暮らせる
ように、本気で砺波市をよりよくす
ることを考えていることが特に伝わ
ってきて、素敵だなと思いました。

平成２７年に選挙権年齢が満１８才以上に引き下げられたことを受け、単に政治の仕組みを学ぶだけでなく、他
者と協働しながら、地域や社会の課題解決を自ら考えて行動する力を育てることを目的とした教育です。

­ /たくさんの感想ありがとうございました！/

　学校で政治の仕組みについて知識を習得するだけで
はなく、実際に議会の見学をしたり、議員の皆さんか
らお話を伺ったりすることで、子どもたちは「政治は
遠いものではなく、自分たちの生活と結びついている
んだ」という実感を得たのではない
でしょうか。今後も、このような主
権者教育を通して、一人一人が自分
の意見をもち、砺波市の政治にさら
に関心をもってくれることを願って
います。

　皆さんの真剣な表情や活発な質問にこちらが圧倒さ
れ、感動しました。私が小学生の頃は ...。
　未来を担う子どもたちにこれからも、市議会に関心
や期待、希望をもってもらえたら嬉しいです。
� （特集担当��原野　誠）

　予算、決算などの市政の重要な事柄を審議し、決定
するという市議会の役割や市民の意見や要望を聴き、
市の政策に反映させるという議員の役割を児童は理解
してくれたと思います。今回の経験を他の学校活動に
活かしてくれることを期待しています。
� （特集担当��仁木良市）川合教育センター所長
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　　　　　�令和 10年に
計画期限を迎え

る都市計画マスタープラ
ンの第２期策定にあたっ
て、今後の住宅政策をま
ちづくり全体の中で、戦
略的に位置づけ、都市の
将来像や土地利用の基本
的な考え方を市民や民間
事業者とも共有していく
必要があるのではないで
しょうか。

Q

　　　　　「砺波市公共施設
等総合管理計画」

など公共施設再編に向けて
の計画の進捗状況と今後の
取組について伺います。

Q

　　　　　�新設中学校の
建設場所は、地

理的なバランスや今後の
児童生徒数の動向など勘
案すると、庄西中学校近
隣を候補とすることが妥
当であると考えますが見
解を伺います。

Q

　　　　　�現在のマスタープラン策定から16年が経過し、
人口減少や少子高齢化の進行、多様化する市民ニ

ーズなど、大きく社会情勢が変化しました。新たなマスタ
ープランでは、現行の計画を見直し、第３次砺波市総合計
画と足並みをそろえ、新たなまちづくりの将来像の実現に
向け、住宅政策、土地利用、都市施設など、基本的な方針
を定めていきます。また、市民や民間事業者の方々の意見
を参考にするため、アンケート調査等を実施し、市民・民
間事業者・行政それぞれの役割を明確にするなど、連携・
協力しながら策定に取り組みます。

A

　　　　　�「市公共施設等総合管理計画」では、平成28
年度から30年間で公共施設総床面積のおおむ

ね20％（約48,000㎡）を縮減する目標を掲げ、現時点
までの10年間の目標達成率は20％あまりとなっていま
す。「公共施設再編計画」では、５つの地区集会施設を令
和８年度から17年度までの間に地区へ譲渡する方向性と
しています。耐震化による安心・安全のためにも譲渡に向
けたご協力をお願いします。また、「砺波市公共施設等総
合管理計画」などは５年ごとに見直しを行うこととしてお
り、今年度がその年にあたります。　　　

A

　　　　　�市総合教育会議では、一番生徒数が多いところ
に学校を建設すれば、バスを利用する生徒も少な

くなり、合理的であるとともに、統合に対する不安感も少
なくなるのではないか、の意見があり、また、教育委員会
定例会でも、現在の庄西中学校周辺が望ましいのではない
か、との意見がありました。これらの意見や児童生徒数の
推移など複合的な要因を考慮し、建設場所については、今
年度中に策定する「（仮称）砺波市立中学校再編計画」で示
します。

A

質問の趣旨
　都市計画マスタープランは、本市のまちづくりの大切な羅
針盤です。多様なセクターが話し合い、持続可能で住みやす
いまちになることを心から期待するものです。

質問の趣旨
　地区集会施設として経年劣化が進み�、雨漏りや耐震化等
課題を抱える地区があり、当局の公共施設再編計画について
伺いました。

質問の趣旨
再編の対象となる中学校区の住民にとって最も関心の高い事
項のひとつが、新設中学校の建設場所でありますので、質問
しました。

持続可能で魅力ある砺波市を目指すには

公共施設の再編について

中学校再編計画について

一般質問一般質問    6月定例会6月定例会
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余子議員
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範議員

QRコードから、定例会の一般質問の録画映像を見ることができます。

未来の砺波を

見据えた中学

校の再編を

未来へ

バトンを

渡すために

市民の声を

市政に反映
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　　　　　�イオンモールとなみにでき
る児童館・子育て支援センタ

ーの利用児童の安全面の確保について見
解を伺います。

Q

　　　　　�この計画をつくるにあたり、
市民の皆さんがどのように関

わっていきますか？

Q

　　　　　�子育て支援施策の今後の地域展開
（例えば小学校区単位から自治振興

会単位へ）などについて伺います。

Q

　　　　　�平成16年の合併時に策定した
「新市まちづくり計画」をどのよう

に継承し、活かしますか？

Q

　　　　　�ほっとなみ見守
りシールは、高齢

者が外出先で行方不明になっ
た場合などに気付いた人が
QRコードを読み取ると、保
護者や家族などへ連絡が届く
ものです。
　現在、シールの交付者は
50人弱で令和８年度の目標
値 80 人に近づけるために
も、さらにこのシールの周知
を広めるべきではないでしょ
うか。

Q

　　　　　�当該施設は、映画館の隣の
区画内に整備し、ファミリー

サポートセンターの事務局なども備えた
複合施設とする計画です。商業施設から
離れた区画のため、児童の動線がある程
度は集約できるものと見込んでいます。
また、ハード面の安全対策は、民間施設
のため必要な対策等を要望していきま
す。加えて、駐輪場を指定するなど、安
全に来館できるよう配慮していきます。

A

　　　　　�これまでと同様に市民、企業、
団体などから幅広く意見を聞く

だけでなく、新たに富山大学と連携し、
現行の計画に対する意見交換を行い、次
の計画に対して、大学生の若い視点やト
レンド、教授などから専門的知見を提言
いただき、策定の参考としていきます。

A

　　　　　�地域のニーズの内容やどのくらい
需要があるかを見極め、地域住民の

意見を丁寧に伺いながら、検討していきます。

A

　　　　　�「新市まちづくり計画」から20年
以上が経過し、当時から大きく市

民意識や社会が変化した現在において、同計
画にこだわる必要はないと考えています。

A

　　　　　�昨年10月からは県内の全市町村で同様な仕
組みが導入されたことで、行方不明者を保護す

る際に、市内のみならず広範囲での発見が可能となり、
今後の登録者数の増加につながると期待されます。
　今後の周知活動は、本年８月にイオンモールとなみに
て開催される介護イベントで、見守りシールの読み取り
ブースを設ける予定とし、見守りシールの有効性を実体
験していただくことで、読み取る側の意識も高めながら、
見守りシールの普及に努めたいと考えています。

A

質問の趣旨
親子の愛着形成が大事だと思い、それに必要な
子育て支援施策（上記のほか「砺波市さんさん
広場推進事業」「こども食堂」「病児・病後児保
育」「子育て短期支援事業」なども含めて）に
ついて質問しました。

質問の趣旨
合併から20年経過した今こそ、先人の思い
と合併時に描かれたまちの将来像を大切にし、
中山間地域も含めた持続可能な砺波市を市民
とともに築くことが大切だと考えます。

質問の趣旨
認知症の早期診断、早期対応に向けた支援の強化や高齢者
の生活支援・見守り体制を継続できるように支援を図って
いただきたく、質問しました。

子育て支援施策について

第３次砺波市総合計画（基本構想）の策定について

ほっとなみ見守りシールの周知を広める施策について

6月定例会6月定例会    一般質問一般質問
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次世代を担う

こども達の

ために

総合計画は

市民の計画

安心して暮らせ

る地域づくりを

推進しよう
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　　　　　�移住のきっ
かけとしての

「貸家」の数を増やす
取組を強化してはどう
でしょうか？

Q 　　　　　�5年以上賃貸する意思のある空き家所有者に対し、
改修費を助成する制度を設けています。現状、利用

実績は少ないものの、「貸家」が増えれば砺波暮らしを体験し
ていただけ、定住の際に新築や空き家物件を購入することにつ
ながり、この流れは効果的であると考えています。今後、賃貸
物件として空き家情報バンクへの登録が増えるよう仲介業者
の方々とも連携し、啓発や掘り起こしを図っていきます。

A

質問の趣旨
「空き家」という地域資源を移住のきっかけに活かしたい、とい
う私の思いです。しかし、「貸家」の数は少なく住宅の「購入」
あるいは想定よりも狭いアパート暮らしを選択するしかなく、移
住を決断できない方が多くおられると思い提案しました。

空き家対策と移住促進について

原
はら

野
の

 誠
まこと

議員

林
はやし

 教
のり

子
こ

議員

　　　　　� グローバ
ル化が進む

現代、英語教育の必要
性が高まっています。
一方で、小学校段階か
らの英語能力の格差が
生じるのではという不
安の声もある中、現在
本市ではどのような英
語教育に取り組んでい
るのか伺います。

Q

　　　　　�「週 6 日以上・11
時〜 13 時を含む 6

時間以上営業」という利用条件
を、時代に合わせ柔軟に見直し
てはいかがでしょうか。

Q 　　　　　�事業の実績を紹介する方法や周知等につ
いて、どのようにお考えですか。Q

　　　　　�英語教育を通して「ふるさと砺波に誇りと愛着を
もち、自分が住む地域や砺波市について、世界に発

信することができる力」の育成を図っています。取組として、
全小中学校にALTを配置し、教員と連携してネイティブな発
音など生きた英語を学んでいます。また、毎年、小中連携授
業研修会を開催し、教員が学習指導の在り方について情報共
有を図り、スムーズな小中接続ができるよう努めています。加
えて、国際的な交流活動を通して、異文化や異国語などに苦
手意識のある児童生徒の意欲や自信を育み、目的意識をもっ
て主体的に外国語を学ぶことができると考えています。

A

　　　　　�創業の相談や経営
指導を行う商工団体

からは、現行要件の改善要望は
ありません。ただしコロナ後の
働き方の変化も踏まえ、創業希
望者や関係者の声を聞きなが
ら、制度の趣旨を大切にし柔軟
に対応したいと考えています。

A

　　　　　�創業希望者に向けて、これまでの成功事
例や活用実績を紹介し、中心市街地の活性

化と空き店舗の解消を目指します。商工団体と連携
し、「広報となみ」や市ホームページ、市公式SNS
で動画や体験報告会なども検討し、効果的な情報発
信に努めます。

A

質問の趣旨
児童生徒、教職員が互いに学ぶ喜びをもたらす教育環境となるこ
とが大切だと思っています。

質問の趣旨
空き店舗を活用した起業支援は、中心市街地の賑わい
を創る大切な取組みだと考えています。この制度の意
義や可能性を多くの方に知っていただき、より活用しや
すいものとなるよう、制度の運用について問いました。

小中学校における英語教育の推進について

空き店舗再生みんなでチャレンジ事業について

一般質問一般質問    6月定例会6月定例会

米
よねやま

山 勝
まさ

規
き

議員

QRコードから、定例会の一般質問の録画映像を見ることができます。

地域資源を

活かしたい！！

時代にあった
教育環境の
推進を

中心市街地の
賑わい創出に
むけて
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　　　　　�本市でも不登校が
増えています。不登

校の子どもが、自分を責めて苦
しむことなく、安心して過ごせ
ることが大切です。登校を迫ら
れていると感じることのない関
わりが重要ですが、どういう対
応をしておられますか。

Q 　　　　　�保護者は精神的にも、日々の生活でも困難
を抱えます。どこで相談ができるのかという

案内、親同士で話し合える環境整備、フリースクール
の費用の減免、介護休業の対象であることの周知をお
願いします。

Q

　　　　　�寄り添った支援が
重要で、フリースク

ールの活用や教室外での学習
など、多様な環境を整えていま
す。学校、保護者、地域、行政、
フリースクールなどと連携しな
がら支援に努めていきます。

A

　　　　　�教育支援センター「ひよどり」では相談に応
じ、フリースクールの説明会などの内容が保護

者に伝わるようにし、また、フリースクールの親の会を案
内します。費用軽減は考えていませんが、補助金制度の
活用を勧め、介護休業の活用も周知します。

A

質問の趣旨
「生きる価値がない」「子どもを育てられない」と本人も
保護者もつらい思いをしがちです。安心して日々を過ご
せるように社会的な関わりを求めて質問しました。

不登校について　子どもも保護者も安心できる関わりを

　　　　　�現在国や県
で実施されて

いる補助金は、経営維
持に向けたものは対象
外となっています。し
かし、現場では経営維
持することができず困
っており、現場を守る
ための補助金見直しに
ついて国や県に要望し
てください。

Q 　　　　　�本市では、農地の集積が一定程度進んでおり、
これ以上の経営規模拡大が難しい経営体が多く見

られます。また、補助要件緩和を求める声も多く寄せられて
おり、北陸農政局管内で開催された、新たな「食料・農業・
農村基本計画」の地方説明会において、本市の農業者の声を
国の担当者に伝えたところです。農業を取り巻く環境は日々
変化し、不安定な状況が続いていますので、引き続き、関係
機関・団体や農業者の意見も伺い、補助制度の見直しを含め
た持続可能な農業政策の実現に努めていきます。

A

質問の趣旨
明日の農業に光を当てるために提案をしました。

補助金の採択条件見直しによる農業現場の救済について

日 月 火 水 木 金 土
8/25
10：00 本会議

26 27 28 29 30

31 9/1
10：00 本会議

2
10：00 本会議

3
10：00 文教民生
病院常任委員会

4
10：00 総務産業
建設常任委員会

5

�

6

7 8
9：00 
 決算特別委員会

9
10：00 
 決算特別委員会

10
10：00 
 決算特別委員会

11 12 13

14 15 16
14：00 本会議

傍聴手順
❶�当日、砺波市役
所本庁３階の議
場前にお越しく
ださい。
❷�議場出入口付
近にある受付票
に、住所・氏名
等をご記入くだ
さい。
❸�傍聴席へご入場
ください。（傍
聴は出入り自由
です。）

令和7年8月定例会カレンダー（予定）

6月定例会6月定例会    一般質問一般質問

境
さかい

 欣
きん

吾
ご

議員

小
こ

西
にし

 十
と よ

四一
かず

議員

安心できる

居場所を

農業の継続と
発展に向けて
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委員会報告委員会報告
主な審議結果主な審議結果文教民生病院常任委員会 6月18日

　こども支援、教育、社会福祉、高齢介護、保健衛生、
環境、ごみ、リサイクル、病院に関することなどを調査・
審査する委員会です。

議案第36号　令和７年度砺波市一般会計補正予算（第２号）

防犯対策費�地域防犯カメラ設置事業費　1,000千円

議案第36号　令和７年度砺波市一般会計補正予算（第２号）

エコ推進事業費�太陽光発電設置設備事業費　15,000千円

提案理由
　地域における防犯対策の強化を図るため、自治会や地区の防犯組合な
どが防犯カメラを設置する際に、市がその費用の一部を助成する制度を
新たに設ける。

提案理由
　電気料金の高騰による市民や市内の事業者の負担を軽くし、あわせ
てカーボンニュートラルの実現に向けた取組を進めるため、新たに太
陽光発電設備の設置費用の支援制度を設ける。

審議内容は？
　県警が実施する「安全安心見守りカメラ事業」で設定した防犯カメラ
を買い取る場合も補助の対象となる。予算を上回る申請があった場合は、
追加補正での対応も必要と考えている。
　砺波警察署とも連携して、危険が想定される箇所への設置の検討を自
治会に働きかけていきたい。

審議内容は？
　買取制度（FIT・FIP）の認定を受けていないことを補助の要件に盛
り込むとともに、新築住宅において太陽光発電設備を設置する場合に
は、太陽光発電の設置費用を切り分けて申請することが可能であれば、
補助対象とすることができる。また、中古住宅を取得した後に新たに
太陽光発電を設置する場合には、本補助制度とサステナブル住宅支援
事業の両方を申請することも可能である。

原野委員　神島委員　　仁木委員　　　　　嶋田委員
島崎委員　向井委員長　境佐余子副委員長　山本委員�

文教民生病院常任委員会とは文教民生病院常任委員会とは

市内に設置されたカメラ

個人宅の太陽光発電

原案
可決

原案
可決

／私たちが取り組みます／
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委員会報告委員会報告
主な審議結果主な審議結果 総務産業建設常任委員会 6月19日

議案第36号　令和７年度砺波市一般会計補正予算（第２号)

農業経営等構造対策費　7,893千円

議案第36号　令和７年度砺波市一般会計補正予算（第２号)

園芸振興対策費　7,500千円

提案理由
　一般社団法人アグリエイトの取組が国の事業採択を受けたことか
ら、乗用管理機等農業用機材の購入に対し補助するものである。

提案理由
　県の事業採択を受けたことから、チューリップ球根の
除根を実施する設備購入に対し補助するものである。

審議内容は？
　一般社団法人アグリエイトの取組は、富山県内では初めての取組と
なる。「地域まるっと中間管理方式」と言われており、
①農地所有者は、集落内の農地をいったん農地バンク（中間管理機構）
　へ貸し出す。
②農地バンクは、借り受けた農地を地域が設立した一般社団法人に貸し付ける。
③ 一般社団法人は、直接経営を行うとともに、自作希望農家には、「特定農作業受委託契約」を締結するこ

とにより、これまでと同様に個人名義での農産物の出荷販売ができる仕組みである。
　全国では、17 府県で 34 組織が取り組まれている。種もみ生産地や中山間地域において有効な仕組みで
あり、今後水平展開を図り、砺波市農業の発展に向け、推進していく。

審議内容は？
　除根作業は細かいうえに手間がかかる。今回の除根機
の導入により収益性、労力の省力化が図られることから
早急に導入を図る。

総務産業建設常任委員会とは総務産業建設常任委員会とは
　総合計画、財政、地域コミュニティ、防災、商工業、観光、
農林業、住宅、建築、都市計画、公園、道路、上下水道、
河川などに関することなどを調査・審査する委員会です。

原田委員　�有若委員　　�境欣吾委員　�米山委員
今藤委員　�小西委員長　�林副委員長　�川辺委員

（除根機イメージ）

耕作者全員による生育状況調査

原案
可決

原案
可決

／私たちが取り組みます／
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議案等に対する議員の賛成・反対一覧です。
詳しい議案内容は
こちら▶賛否公開

討論 討論は、採決の前に議題になっている案件に対し、賛成か反対かの自己の意見を表明することをいいます。

議案第 38 号  砺波市国民健康保険税条例の一部改正について
反対　境　欣吾�議員 賛成　境　佐余子�議員
被保険者の負担が大きいという国民健康保険制度の問題をさらに
拡大することになるので、賛成できない。

この改正により、ある一定以上の所得のある世帯では負担増とな
るが、軽減基準額の変更により低所得世帯においては負担軽減と
なる。応能負担の原則に基づいており、国保制度の持続可能な運
営に資するものであるので、賛成する。

○ ･･･ 賛成　　● ･･･ 反対　欠 ･･･ 欠席　　議 ･･･ 議長（議長は採決に加わりません。）

番号 議案等の名称 審議結果

米
山
勝
規

嶋
田
　
充

原
野
　
誠

仁
木
良
市

原
田
定
範

境
佐
余
子

林
　
教
子

向
井
幹
雄

神
島
利
明

小
西
十
四
一

境
　
欣
吾

山
本
篤
史

有
若
　
隆

川
辺
一
彦

島
崎
清
孝

今
藤
久
之

令和７年第２回臨時会（５月12日）
【市長提出議案等】

議案第30号
令和７年度砺波市一般会計補正予算（第１号）
歳入歳出それぞれ 85,864 千円を追加し、歳入歳出予算の
総額を歳入歳出それぞれ 24,077,864 千円とする　

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○

議案第31号 砺波市税条例の一部改正について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○

議案第32号
砺波市地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基
盤強化に関する法律に基づく促進区域内の固定資産税の課
税免除に関する条例の一部改正について

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○

議案第33号 財産の取得について（消防救急デジタル無線） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○

報告第4号 専決処分の承認を求めることについて
　専決処分第８号 砺波市税条例の一部改正について 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○

議案第34号 砺波市監査委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○

議案第35号 砺波市固定資産評価員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○

令和７年６月定例会（６月９日～６月23日）
【市長提出議案等】

議案第36号
令和７年度砺波市一般会計補正予算（第２号）
歳入歳出それぞれ 255,692 千円を追加し、歳入歳出予算
の総額を歳入歳出それぞれ 24,333,556 千円とする　

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇

議案第37号

令和７年度砺波市病院事業会計補正予算（第１号）
病院事業収益　
補正予定額を40,000千円とし合計12,915,900千円とする
医業外収益　
補正予定額を40,000千円とし合計 1,451,530千円とする

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇

議案第38号 砺波市国民健康保険税条例の一部改正について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 議 〇 〇 〇

議案第39号 砺波市体育施設条例の一部改正について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇

議案第40号 砺波市重度心身障害者等医療費の助成に関する条例の一部
改正について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇

議案第41号 砺波市各種委員会委員等の報酬及び費用弁償並びに実費弁
償に関する条例の一部改正について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇

議案第42号 砺波市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定
める条例の一部改正について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇

議案第43号 砺波市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
に関する基準を定める条例の一部改正について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇

議案第44号 財産の取得について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇
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幅広い議会活動の一端を紹介します議会トピックス
委員会の構成が決定
令和７年の議会構成は、市議会ホームページでも公開しています。

政務活動費を公開
令和６年度分砺波市議会政務活動費収支報告書を市議会ホームページで
公開しています。

議員表彰

委員会名 委員名

議会運営委員会
◎島崎　清孝　○川辺　一彦
　向井　幹雄　　小西　十四一　山本　篤史　　今藤　久之　

議会改革特別委員会
◎山本　篤史　○林　　教子
　米山　勝規　　嶋田　　充　　原野　　誠　　仁木　良市　
　原田　定範　　神島　利明

新庁舎検討特別委員会

◎川辺　一彦　○小西　十四一
　米山　勝規　　嶋田　　充　　原野　　誠　　仁木　良市　　原田　定範
　境　佐余子　　林　　教子　　向井　幹雄　　神島　利明　　境　　欣吾
　山本　篤史　　有若　　隆　　島崎　清孝　　今藤　久之

広報広聴
特別委員会

広聴部会 ◎島崎　清孝　□神島　利明　　嶋田　　充　　林　　教子　　
　山本　篤史　　川辺　一彦

広報編集部会 ○境　佐余子　□境　　欣吾　　米山　勝規　　原野　　誠　　
　仁木　良市　　原田　定範　　今藤　久之

詳しくはこちら▶

詳しくはこちら▶

（◎委員長、○副委員長、□副部会長）

　今藤久之議員、大楠匡子前議員、川辺一彦議員、山田順子前議長が全国市議会議長
会などから表彰を受けられました。長年のご尽力に対し、深く敬意を表するとともに、
今後のさらなるご活躍を期待いたします。

全国市議会議長会
　勤続 20 年表彰 今藤久之議員、大楠匡子前議員
　正副議長４年表彰 川辺一彦議員
　感謝状 山田順子前議長

北信越市議会議長会
　勤続 20 年表彰 今藤久之議員、大楠匡子前議員

　令和7年度、砺波市議会では3つの「特別委員会」が
設置されました。これは、変化する社会や市民のニーズに
応えるために、特定のテーマに特化して調査や検討を進め
るためのものです。
■ 議会改革特別委員会
　「わかりにくい」「遠い存在」と言われがちな議会を、市
民にもっと身近に感じてもらえるよう、地方分権の時代に
合った、開かれた議会を目指し、住民参加のあり方や情報
公開の充実などを検討しています。
■ 新庁舎検討特別委員会
　いざというときの防災拠点としての強さ、毎日の手続き
や相談のしやすさ、そして環境への配慮の観点から、次世
代の砺波を支える新庁舎をどう作るか、基本理念に基づい
て調査研究を進めています。

■ 広報広聴特別委員会
【広報編集部会】
　QRコードの活用や見開きの特集ページから、よりわか
りやすく、読みたくなる誌面づくりに取り組んでいます。

【広聴部会】
　市民のみなさんの声をお伺いするため、私たち議員がま
ちへ出向いています。意見や要望が市政に反映されるきっ
かけづくりをしています。

　今回設置された委員会では、暮らしや
すさ、安全性、情報発信の仕組みなど、ま
さに今後の砺波に必要な視点が話し合わ
れています。市民の皆さんに、さらに市政
へ関心を持っていただけるようしっかりと
取り組んでいきます。

～これからのまちづくりに、議会がどう応えるのか～

5
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㊀㉄㊀答
「議会人として
取り組みたいことは？」

議員紹介議員紹介 今期４年間16
名で

がんばります！

砺波市の良いところ
を最大限活かす
� 米山�勝規／栴檀野

市民幸福度向上の
一助になること
境�佐余子／五鹿屋

現場視点で挑む、持続
可能なまちづくり
� 嶋田�充／青島

現場第一主義を
モットーに一人
一人の声を大切
にする
神島�利明／庄下

市民に開かれた議会づ
くりの更なる展開！
� 川辺�一彦／東野尻

何にでは無く、どう
取り組むかに重きを
置きたい
監査委員

今藤�久之／柳瀬

市民福祉のさらなる
増進と、本市の発展
議長　
� 有若�隆／庄下

議長を補佐するこ
と・議会全体を見
渡すこと
副議長
山本�篤史／東般若

何事にも一生懸命

島崎�清孝／南般若

議員だからでき
ることを、市民
のために全力で
境�欣吾／庄下

砺波市農家の発展と安
定に向け頑張ります
� 小西�十四一／中野

常に相手の立場
に身を置き嘘偽
りのない真心を
尽くす
� 原野�誠／林

より良い市になる
よう全身全霊で頑
張ります
� 仁木�良市／高波

自然災害に強い
故郷づくり
原田�定範／鷹栖

市民の声を聞き、
かたちにする
林�教子／出町

積極的な情報発信
と市民の声を行政
に伝える
�向井�幹雄／油田


